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（２）結城市の空家等の現状について 

                       

１．空家等の把握件数（生活環境課による調査）※令和４年１月１日現在 

  空家等： ３４２件  ・・・１年以上使用していない建物、工作物及び敷地 

  特定空家等： ０件      ・・・空き家特別措置法に基づく著しく状態の悪い空家等               

 

〇ランク別 

 

                      

 

 〇地区別 

   

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 合計 
令和 

３年度 37 134 147 24 342 

資料 

結城地区 

絹川地区 

江川地区 

山川地区 

上山川地区 

Ａ ２５件 

Ｂ ８１件 

Ｃ ９４件 

Ｄ １０件 

計２１０件 

Ａ  ３件 

Ｂ １８件 

Ｃ １３件 

Ｄ  ４件 

計 ３８件 

             

Ａ  ２件 

Ｂ  ５件 

Ｃ １０件 

Ｄ  １件 

計 １８件 

Ａ  ０件 

Ｂ １１件  

Ｃ  ９件 

Ｄ  ３件 

計 ２３件 

Ａ  ７件 

Ｂ １９件 

Ｃ ２１件 

Ｄ  ６件 

計 ５３件 

２１０件 

１８件 

２３件 

３８件 

５３件 

【状態】 良  ➡  ➡  ➡   悪 ※増加理由 

市直営による空家等

調査を実施したため 

 

結城 

絹川 

上山川 

江川 

山川 

（昨年度）１７２件 

（昨年度）１５件 

（昨年度）  

１９件 

（昨年度）４５件 

（昨年度） 

  ３３件 

（昨年度） 

２８４件 
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２．空家等に対する苦情 

 

〇令和３年度の苦情件数   ３２件   

 ※令和４年１月１日現在                          

 〇地区別の苦情件数    

 

 

 

 

 

 

 

〇苦情内容    

 

           

 

 

 

  

結城地区

２１件

絹川地区

１件

上山川地区

３件

山川地区

４件

江川地区

３件

建物

34%

立木

44%

雑草

22% ・建物の状態が悪い 

（例：トタン屋根が破損、 

建物の破損が著しい） 

 

・立木が隣地に越境 

・立木が道路に越境し、 

交通に支障 

・雑草が繁茂し害虫が発生 

・雑草で道路の視界が悪い 



3 

 

（３）緊急安全措置の報告について 
 

〇緊急安全措置とは・・・ 

結城市空家等対策推進条例第１５条に基づくもので、空家等に倒壊など危険な

状態が切迫し、人命や財産に甚大な損害を及ぼすおそれがある場合に、市が危険

を回避するための最低限度の措置を実施することができるもの。 

 

１．令和３年度実績   １件 （令和４年２月１６日現在） 

 

 

（４）空家等解体費補助事業について 
 

事業の趣旨 

老朽化等により周辺の生活環境の保全に著しく有害となる空家等の解体を促

進し、周辺住民の生活環境の保護に寄与することを目的として、空家等の解体費

の一部を補助。 ※令和３年度から開始した事業 

 

補助金の額  解体工事費用の１／２（上限３０万円） 

 

１．令和３年度の交付決定 ８件 （今年度の申請受付は１２月末で締切） 

         

 

２．令和４年度の予定 

   ・所要額を令和４年度の予算要求額に計上 

   ・引き続き市ホームページやお知らせ版により周知を行う 
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（５）空家等所有者に対する意識調査について 

   

  市の空家等対策についての課題等を把握するため、空家等の所有者や相続人に対し

てアンケート調査を実施する。 

  調査結果から、「空家等になる原因」、「所有者の悩み」、「市に対する要望」など、   

市の空家等の傾向などを把握することができる。 

 

   調査対象者  生活環境課で把握している空家等（３４２件）の所有者等  

    調査時期  令和４年７月頃を予定 （郵送） 

     備 考  ・所有者等が死亡している場合は相続人代表者に送付。  

          ・今後、策定予定の空家等対策計画に反映 


